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40⼈ 
※現地参加のみ

 地⽅創⽣の本格的な事業展開に必要な⼈材を育成・確保するため、実践的な知識をeラーニング講座で提供す
るほか、必要に応じて実地研修も効果的に取り⼊れることで、知識やスキルを習得できるようにする取組です。
 本事業は、内閣府の地⽅創⽣⽀援事業（補助事業）で、令和4年度は公益財団法⼈�⽇本⽣産性本部が補助事業
者として採択され、実施しています。

地⽅創⽣カレッジ事業とは…
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本講座では、データを活⽤して⽣活に⾝近な新たなサービスを⽴案する⼿法をグループ
ワークを通じて学びます。
⾃分たちのまちがより暮らしやすくなるために、データの活⽤⽅法を学びながら、⼀緒
に考えてみませんか！？
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無料

㏌

対象 〇データを活⽤した地域づくりに関⼼のある⼈
〇データ活⽤に携わっている⼈

住所：⻘森県⻘森市安⽅１丁⽬１−１ ⻘森駅東⼝より徒歩2分（190m）

≪国が主導する地⽅創⽣の⼀環の事業≫



カリキュラム

インターネット
申込みはこちら

Day�1 13:25〜18:00

Day�2 9:25〜15:30

講 師 紹 介

地⽅創⽣カレッジ対象講座の事前受講について

名�前

（フリガナ）
所属等（必須） ①⾃治体職員 ②市町村議会議員 ③⺠間企業 ④⾃営業

⑤団体職員  ⑥学⽣  ⑦その他（        ）

勤務先（学校）名・所属・役職

住�所

（勤務先／⾃宅）〒   − 電話
（必須）

E-mail
（連絡⽤）

＜個⼈情報の取扱いについて＞
公益財団法⼈�⽇本⽣産性本部では、皆様の個⼈情報を以下のように取り扱います。以下の内容をご確認いただき、同意の上、本プログラムへお申込みくださるすようお願い申し上げます。
なお、同意いただけない場合は、適切なサービスを受けられない場合がございます。同意いただいた後でも個別に不同意の表明をすることが可能です。
１．利⽤⽬的：
 ①『地⽅創⽣カレッジin⻘森』の実施に関わる資料等の作成、プログラム開催当⽇や講演者・事務局打ち合わせでの利⽤。
 ②当本部が主催・実施する各事業におけるサービス提供や事業のご案内、および顧客分析・市場調査のための利⽤。
 ①②以外の⽬的で個⼈情報を利⽤する場合、ご本⼈に個別に理由を説明し、同意を得た上で⾏うものといたします。
２．法令に基づく場合などを除き、個⼈情報を第三者に提供することはありません。但し、本プログラムを担当する講演者等に、名簿等を確認いただく場合があります。
３．本プログラムの運営にあたり、業務の⼀部を外部に委託する場合があります。委託先に対しては、参加者へのサービスに必要な個⼈情報だけを委託します。
 （公財）⽇本⽣産性本部の選定基準に基づき委託先を選定し、契約により個⼈情報の保護を徹底するとともに、委託先に対して適切な管理・監督を⾏います。
４．本プログラムでは撮影を⾏う場合があります。得られた情報や撮影した画像は、本部の広報宣伝活動に使⽤する場合があります。
５．個⼈情報について、ご本⼈による開⽰請求・訂正・削除・利⽤停⽌等を求めることが可能です。【連絡先】までご連絡ください。【連絡先】地⽅創⽣カレッジ事務局（℡�03-3511-4013）
６．個⼈情報保護管理者：（公財）⽇本⽣産性本部 総務部⻑

＜お申込み・お問合せ＞
�TEL�03-5202-6134�/�FAX�03-5202-0755�/�E-mail�seminar@jcrd.jp
※メール申込の場合、件名を「地⽅創⽣カレッジin⻘森�受講申込」とし、�本⽂に受講申込書の各事項を記⼊してください。
※当センターHP（https://www.jcrd.jp/）からもお申込みできます。詳しくは、右記QRコードをご覧ください。

ケンブリッジ・テクノロジー・パートナーズでコンサ
ルタントを経て、⼀般社団法⼈シビックテック・ラボ
代表理事として、全国の⾃治体にデータ利活⽤や⾃治
体変⾰PJ-DX等伴⾛型研修、シビックテックアプロー
チによる市⺠協働を広めながら、デジタル庁オープン
データ伝道師・総務省地域情報化アドバイザー・東京
造形⼤学特任教授を務める。⾃治体の課題解決の指南
書として「課題解決の7Step」を執筆。開発において
も市川電産CEOとして福祉や地域に特化したシステム
開発を⾏う。

●開講式
●講義Ⅰ 
「デジタル社会の構造と地域DXにおけるデータ活⽤の必
要性」  
●講義Ⅱ ※⻘森市情報政策課より
「⻘森市の概要説明」
●講義Ⅲ
「市⺠協働でつながる市⺠と⾃治体について」
●グループワーク
「現状分析から考える必要なデータと利⽤⽅法」

●前⽇の講義・グループワークの振返り
●グループワーク
「データ利⽤から考える新サービスとその効果検証」
●発表と講師講評
●総括       
●記念撮影・閉講式

市川 博之 ⽒
（⼀般社団法⼈シビックテック・ラボ代表理事） 

※新型コロナウイルスの感染状況により開催⽅法を変更する場合があります。
※申込が定員に達した場合、厳正なる抽選により受講者を決定させていただきます。なお、受講の可否は当選、落選に関わらず連絡させていただきます。

〇地⽅創⽣カレッジin⻘森(以下、スクーリング)は、対象講座をより深く理解し、実際の活動に活かすために⾏ってい�
�ます。よって、ご参加される際は下記eラーニング講座の事前受講をお願いします。
�なお、今回のスクーリングはeラーニング講座No.188「地域課題解決のためのデータ利活⽤」の内容を実際の活動
�に活かし、「データを活⽤して⾃らつくる暮らしやすいまちづくり」を図ることを⽬的としています。
○スクーリング対象講座
��No.82「あるものを⽣かす地域⼒創造」�（椎川 忍�⽒）
��No.169「デジタルが社会・経済・産業・地⽅を変える」（森川 博之 ⽒）
��No.188「地域課題解決のためのデータ利活⽤」（市川 博之 ⽒）
○地⽅創⽣カレッジの受講⽅法
 パソコン・タブレット・スマートフォンで受講できます。 
 https://chihousousei-college.jp/howtolearn.html

申込〆切 令和5年1⽉27⽇（⾦）


